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　170 名のうち郵送で 76 名の卒業生から回答を得
た。そのうち，ほとんどが未記入であった回答およ
び本人の意思が明確ではない旨の保護者による記載
があった回答 9 名分を除く 67 名からの回答を分析
対象とした。回収率は 40.1％であった。本調査は，
卒業生の卒業経過年数により回答者を「卒業後 1 ～












年間 13 名（19.4％），中学部から 6 年間 31 名（46.3％），
高等部から 3 年間 23 名（34.3％）だった。
②卒業後の経過年数
　卒業後の経過年数については，卒業して 1 ～ 3 年
16 名（23.9％），4 ～ 10 年 27 名（40.3％），10 年超
24 名（35.8％）だった。
③卒業生の現在の就労先
　一般企業 28 名（41.8％），移行支援事業所 3 名
（4.5％），就労継続Ａ型事業所 8 名（11.9％），就労










　保護者の 73 名の内訳は男 15 名（20.5％），女 58
名（79.5％）だった。
②　保護者の年齢
　30 代 2 名（2.7 ％），40 代 10 名（13.7 ％），50 代
38 名（52.1％），60 代 15 名（20.5％），70 代 7 名（9.6％），
80 代 1 名（1.4％）だった。
③　卒業生の在校期間
　Ｔ特別支援学校で卒業生が過ごした在籍年数は，
小学部から 12 年間 18 名（24.7％），中学部から 6
年間 32 名（43.8％），高等部から 3 年間 23 名（31.5％），
だった。
④　卒業後の経過年数
　卒業して 1 ～ 3 年 16 名（21.9％），4 ～ 10 年 30









合）について卒業後経過年数（1 ～ 3 年，4 ～ 10 年，














　卒業後 4 ～ 10 年経過の卒業生本人の満足度が高
く 80％以上の項目は，㊿行事 92.6％，①働く体験（作
業学習）88.9％，施設の利用 85.2％であった。






































は 50％を超え上位 4 項目だった。
（5）「生活」に関する項目の満足度
　「生活」に関する項目に着目すると，卒業後 1 ～
3 年，4 ～ 10 年経過の卒業生本人の満足度が共に
70％以上の項目は，⑱排せつ，⑳清潔であり，「生活」
に関する 19 項目中 2 項目だったが，卒業後 1 ～ 3










3 年，4 ～ 10 年経過の卒業生本人の満足度が共に
70％以上の項目は，㉟施設の利用，㊱交通機関の
利用であり，「余暇」に関する 3 項目中 2 項目だっ









業後 1 ～ 3 年，4 ～ 10 年経過の卒業生本人の満足
度が共に 70％以上の項目は，「人との関わり」に関































せた割合）について卒業後経過年数（1 ～ 3 年，4












せつ 81.3％，⑲着衣 81.3％，⑳清潔 93.8％，㉑手

















































































3 年，4 ～ 10 年経過の卒業生本人の満足度が共に
70％以上の項目は⑯食事，⑱排せつ，⑲着衣，⑳清
潔，㉑手伝い，㉒調理，㉘こよみ・時間であり，「生




























㊵異性との関わりが卒業後 1 ～ 3 年経過の卒業生保
護者 56.3％，卒業後 4 ～ 10 年経過の卒業生保護者



















においては卒業後 1 ～ 3 年経過の保護者 100％，4
～ 10 年経過の保護者 90％，10 年超経過の保護者
63％であり，卒業生本人と同様に，一番満足度の高
い項目である。
　卒業後 1 ～ 3 年経過の保護者が 100％満足してい








































































（2）卒業後 4～ 10 年経過の卒業生本人と保護者
の結果より




































③   働く体験 3 自己評価が難しい（5 名）
⑦   働く態度 4 休憩時間の過ごし方が難しい（6 名）
⑨   働く技能 2 工夫が難しい（2 名）
⑯  食  事 肥満・食べ過ぎ（5 名）、偏食（1 名）、栄養バランスの乱れ（2 名）
⑲  着  衣 気温に合った服装が難しい（5 名）
㉒  調  理 包丁を使うことが難しい（2 名）
㉓  買い物 衣服の購入をしたい（3 名）
㉔  洗  濯 アイロンがけは一人では難しい（3 名）
㉖  ご  み ごみの分別が難しい（5 名）
㉗  美  化 部屋の整理整頓が苦手（5 名）
㉘  こよみ・時間 スケジュール管理を親がしている（1 名）
㉛  選  挙 したことがない（6 名）、分からないので行きたくない（5 名）、親と一緒に行っている（1 名）
㉜  将来の自分 結婚できるか不安（2 名）、運転免許が取れるか（1 名）、給料が少なくて不安（2 名）
㉝  卒業後の家庭生活 ひとり暮らしが不安（8 名）
㉞  福祉サービスの利用 詳しく分からない（3 名）
㊲  余暇活動 親と過ごすことが多い（3 名）、子どもの頃は利用できたができなくなる場所もある（1 名）
㊴  人との関わり 言葉つかいが難しい（6 名）、分かりやすく伝えることが難しい（2 名）
㊵  異性との関わり 分からない・難しい（2 名）、不安（1 名）、距離感がわからずトラブルになった（1 名）
㊷  読み・書き 読むことが苦手（4 名）、漢字の読み書き苦手（6 名）、読み書きが苦手（2 名）
㊸  話す・聞く 必要なことが上手に伝えられない（10 名）、コミュニケーションが苦手（6 名）、勉強不足（1 名）
㊹  計算・測定 計算ができない（6 名）、複雑な計算が難しい（4 名）、勉強不足（1 名）
㊺  お金の計算 お金をつかわない（7 名）、金種の使い分けが難しい（4 名）、割り勘やお釣りの計算ができない（2 名）
㊻  お金の管理 親が管理している（4 名）、お金を遣わない（4 名）、間違えることが多い（4 名）、ATM を使えない（4 名）
㊼  携帯電話 持っていない（1 名）、使えない（2 名）、トラブルが心配（2 名）


















































































































































































































 （2018 年 10 月 22 日受付）
 （2018 年 12 月 19 日受理）
